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コ ン トロ ー ル カ ー ドについて

現在の コン トロール カー ドは以下の通 りです。 利用 の手 引諸般の もの とか な り変 って います ので注

意 して下 さい。 なお 、ファ イル使用の コン トロール使 用 について は、後 の広報 でお知 らせ します。

1ジ ョブの始 め を示 すための制御文

NO文

機能:1ジ ョブの始めを指示 します。

2こ れ以後のカー ドがEL型 で穿孔されている事 を示 します。

パラメー タの意味

く受付番号>6桁 の数字を書 きます。

センター と利用者間の連絡の際、ジョブの識別番号 とな ります。

上のカー ドは受付で利用者が入れます。

2ジ ョブの性質 を示すための制御文

QJOB文

機能:ジ ョブの性格 を決めます。

パ ラメータの意味

〈課 題 番 号〉

〈登 録 名〉

〈使 用 言 語〉

〈ジョブ種別〉

}纒 録申請書に記天されているように書かなければなりま凱

主要な使用言語 を記入します。

A:急 行 でジョブを処理する場合

B:普 通でジョブを処理す る場合

C:不 急でジョブを処理す る場合



パ ラ メー タ

TiME=:搬 搬.§s

LP・x

CP・n

記 入 し た と き

このジョブ の打切 り時間をmm分

ss秒 とす る。

3o≧ 血塒 ≧oで これを越 えると、

特殊ジョブ とな ります。

このジscブ のラインプi]ン タ印励

枚数を簸枚で打切る事を指定する。
6oo≧lt≧oこ れを越えると特殊

ジョブとなります。

このジ響プのカー ド穿孔枚数 を登

枚で打切 る事 を指定する、

5,000≧n≧0こ れ を越えると特

殊 ジョブとな ります。

省 略 し た と き

各ジ導プ別に与えられる最大値として
A〈 急行)の とき

B(普 通)の とき

C(不 急)の とき

:L()o

:5。oo

:3o.oo(分)

各ジョブ 種剥に与えられる最大値 として

A(急 行):3o

B(普 通):12o

C(不 急)600(枚)

各ジ慕ブ種別に与えられる最大値 として
A〈 急行)o

B(普 通)1,000

C(不 急)5,0oo(枚)t

3翻 訳のための制御文

①FoRTRAN文

1'2345678

$

命 命

FORTRAN

オ ペ ラ ン ド

(NOLIST)〔,MAP)〔,NOOPT〕(,SEQ〕

機能:こ の制御文の後に続 くFORTRANの プログラムを翻訳す る。

パラメー タの説明

ラ メ ー タ

NOLIST

(巌 注)

MAP

(嫉注)

NoOPT

SEQ

㈱

記 入 し た と き 省 略 し た と き

FORTRAN原 プ ログラムの

リス トをと らない.

!ムパイルエラ・・一一だけが印制 され

FORTRAN原プログラム の リス トとエ

ラー メッセー ジを印捌 す る。

変数、定数など翻訳時のMAP
(番地割 り付け)を 印尉する。

MAPを 印棚 しないe

Cタ イプFORTRANコ ムパDタ イプFORTRAN澱 ムパイラで

イラで通常のコムパイルをす る。optimizbし たコンパイルをする。
optimizeと は

1.共通部分を除去する。

2DOIoop中 の1oopに 関係 しない部分を外

に出す。

機 レジスタを効果的に用いる、

Cに 比 してコムパイル時間は多少ふえるが

実行速度がはや くなる。但 し、
iデ バ ック文が使えないe

2実 行時のエラー個所 と1.S.Nの 対感

ができない。

原プログラムのカー ドの順序

(第73～8o桁)を 検査する。

カー ドの順序(第73～8o桁 〉の検査 をしな

いo



x注 〉注 に示 したパ ラメー タの変 更は、OPTION文(F230-60FORTRAN解 説 編II「 コ ンパ

イラへ の指示 」の項参照 〉でで きます。勿 論、OPTION文 の 方 が優 先 します。

OPTION文 は プ ログラム単位 の先頭 につ け ます。

OPTION文 の作用 す る範囲 は次 のOPTION文 が くるまでです。

(例)$FORTRAN

②ALGOL文

機能:こ の制御文の後に続 くALGOLの 原プログラム を翻訳す る。

パラメータの説明

パ ラ メ ー タ

NOLIST

(N・・i注1)

HTYPE

SEQ

(蝦× 注1)

記 入 し た と き

ALGOL原プログラム の リス ト

をとらない。これを書 くとコムパ

イルエラーメッセージのみ印尉する。

(崇巌注2)
ALGoL原プログラム がo26コ

ニ上丞 で記述されている事を示
します。

原プログラムカー ドのの順序
(第73～80桁)を 検査する。

省 略 し た と き

ALGOL原 プ ロ グラム の リス トとコム
パ イルエ ラー メ ッセー ジを印刷 す る。

ALGOL原プログラム が

(xx注2)

029コ ー"ハ で記述 されて い る事 を示

します。

カー ドの順序(第73～80桁)を 検査 し

ない。

× 注1>F23o-6oこ のパ ラメー タの変 更は制 御 デー タ(F23o-6oALGOLプ ロ グラ ミング

解 説編 「制御 デー タ」 の項参照)で で きます。



xx注2)F23o-6oALGOLプ ログラ ミング解説編r基 本事項jの 区切 り記号の項を参照して

ください。

①FASP文

1 2345

$

命 令

EASP

オ ペ ラ ン ド

〔NOLIST〕 〔,DEBUG〕 〔,SEQ〕

機能:こ の制御文に続 くFASP原 プログラムを翻訳(ア センブル)す る。

パラメー タの説明

パ ラ メ ー タ

NOLIST

DEBUG

SEQ

記 入 し た と き

FASP原 プ ロ グラムの リス トを

とらな い。 これ を書 くとアセ ンブ

ルエ ラー メ ッセー ジのみが印刷 さ

れ る。

原プログラムで第1桁 が/(ス ラン
ト)の ものも含めてアセンブルし、
相対形式プログラム とその中で使
用 された番地記号の記号テーブル
を作 り出す。

原プログラムのカー ドの順序

(第73～80桁)を 検査す る。

省 略 し た と き

FASP原プログラム の リス トとアセ

ンプルエ ラー メッセー ジが印刷 され る。

第1桁 が/の ものは無視 してアセンブ
ルし、相対形式プログラム本体だけを

作 り出す。

原プログラムのカー ドの順序

(第73～80桁)を 検査 しない。

4結 合編集のための制御文

LIED文

12345

$

命 令

LIED

オ ペ ラ ン ド

〔NOLIST〕 〔,MAP〕 〔ELMNAME:実 行 開始 プロ

グラム名〕

機能:オ ーバレイ構造のプログラムの結合編集を行な う。

オーバレイ構造のプログラム 作成方法については広報VOL.2Na31969-8「 記憶装置

の重複使用について」の項を参照して ください。



パラ メー タの説明

パ ラ メ ー タ

NOLIST

MAP

ELMNAME
雛実 行 開 始

プ穏グラム名

記 入 し た と き

結合編集処理中に発生 したエラーメッセージの

み印刷 し、その他のリス ト、コアマ ップは出さ

ない。

作成 された実行形式プログラムの雛アマップ(主

記憶装置上での番地割 り付け)の 状態を印刷す

る。

ELEMENT文 で指定 した名前 を書 くとそのプ

ログラムか ら実行が開始され る。

省 略 し た と き

リス トとエ ラー メッセ・一

ジを印刷 す る。

つアマ ップを出 さな い。

PRG.MAINと な る。

5実 行のための制御文

RUN文

1234

$

命 令

RUN

オ ペ ラ ン ド

〔ERR鞠)

機能:オ ーバ レイ構造のプログラムの実行 を行 なう。

パラメータの説明

パ ラ メ ー タ

ERR=n

記 入 し た と き

実行時のエラーの個数を

脆個で打切 る

省 略 し た と き

n=5oと す る

6結 合編集 ・実行のための制御文

LIEDRUN文

12345678

$

命 令

L1EDRUN

オ ペ ラ ン ド

(NOLIST)(,MAP)(,ERR・n)〔,ELMNANE=実 行 開始 プ 嶽グラ
ム 名)

機能:こ の制御文の以前に作成された相対形式プ滋グラムを結合編集 し、さらに計算を行なう際

に使用するデー タを読み込んで、プログラムの実行 を行 なう。



パ ラメー タの説明

パ ラ メ ー タ

NOLIST

MAP

ERR=・n

騨 勝蟻グラ
ム名

記 入 し た と き

結合編集際中に発生 したエラーメッセージ

のみ印嗣する。

作成された実行形式プログラムのコアマ ッ
プの状態を印尉する.

実行時のエラーの個数をn個 で

打切る。

ELEMENT文 で指定 した名前を書 くとそ

のプログラムか ち実行が開始される.

省 略 し た と き

リス トとエ ラー メ ッセー

ジを印尉 す る。

コアマ ップを出さない

n=50と な る。

PRG.MAINと な る。

7カ ー ド穿孔 コー ド形式指定のための制御文

①CONV文

12345

$

命 令

CONV

オ ペ ラ ン ド

な し

機能:こ の制御文に続 くカー ドがIBMH型 カー ド穿孔機で、穿孔 されていることを示す。

②NOCONV文

1234567

$

命 令

NOCONV

オ ペ ラ ン ド

な し

機能:こ の制御文に続 くカー ドがIBM肌 型カー ド穿孔機で穿孔されていることを示す。

普通の場合にはNO文 がこの機能 を持っているので不必要 である。

8ジ ョブの終 りを示すための制御文

JEND文

12345


